
牛久沼の水質

牛久沼の水質は，流域から流入
する汚濁と，湖内で発生する内部負
荷があります。
流域からの汚濁負荷の割合は右

図であることが分かりました。
環境基準（COD：5 mg/L，全窒素：

0.6 mg/L，全りん：0.05 mg/L）を達
成するにはこれらの負荷を少なくす
る必要があります。

汚濁の原因

牛久沼の水質は都市化の進行などの人間活動の影響によって昭和50年代後半から悪化
が見られるようになりました。茨城県では，平成14年度から水質保全計画を策定し，総合的に
水質保全対策に取り組んでいます。

９-１ 牛久沼の水質

牛久沼は茨城県南部に位置する湖面積3.4 km2，
平均水深1 mの浅い湖沼であり，農業用水として利
用されるほか，古くから漁場としても親しまれてきまし
た。近年は野鳥観察や魚釣りなども盛んに行われて
います。
牛久沼に流入する河川には稲荷川，谷田川，西谷

田川があり，湖水は八間堰に設けられた水門を通じ
て流出します。

牛久沼の概要

事業名：牛久沼の水質保全に関する調査研究
（平成17年度～平成26年度）

９ 牛久沼の水質保全に係る調査研究

 

R-5

L1

L2

L3

L4

L5

L6

L7

L8

R1

R2

R3

R4

荷

稲

川

谷
田
川

西

谷

田

川

R5牛久沼の調査地点

湖内上層及び流入河川（全地点平均値）における水質の経年変化
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～ 水質の概況～

主要な水質項目（COD，全窒素，
全りん）の平成17～26年度の経年変
動について，湖内8地点，流入河川4
地点の観測結果をみてみます。

CODは，湖内で高く，湖内，流入河
川ともにほぼ横ばいで推移しました。
全窒素は，流入河川で高く，湖内，

流入河川ともに減少傾向にありまし
た。
全りんは，湖内，流入河川で同等

の数値となり，両方ともに減少傾向で
した。
クロロフィルa濃度(植物プランクトン

量)は平成19年に一度低下しましたが，
その後は増加傾向にあります。

COD
1586kg/日

全窒素
661kg/日

全りん
45.3kg/日

牛久沼における排出負荷割合(平成23年度)



牛久沼の動物プランクトン

牛久沼の動物プランクトンはツボ

ワムシなどワムシ類が多く，その他

に原生動物やミジンコ類，カイアシ

類が出現します。これら動物プランク

トンは，植物プランクトン等を餌とし

て増殖し，またワカサギなど湖内に

生息する魚類等の餌として利用され

ています。

植物プランクトン及び動物プランクトンの定期的な調査を行い，その組成や水質との関係を

明らかにしました。

９-２ 牛久沼のプランクトン

牛久沼の植物プランクトン

牛久沼の植物プランクトンは，細

胞数で比較すると，藍藻類が優占し

ているように見えますが，藍藻の仲

間は極めて小さい細胞（数μm）のも

のも多く，生体積で比較すると珪藻

類が優占していることがわかりまし

た。特に晩春から晩夏までは大きな

群体を作ることもある，アウラコセイ

ラ属が極めて大きな割合を占めてい

ます。

～ プランクトン組成～

牛久沼の湖水には，珪藻が利用す

る溶存態ケイ素が豊富に存在します。

右図を見ますと，珪藻が増殖してくると

溶存態ケイ素が減少していることが分

かります。

このように，牛久沼の水質とプランク

トンには密接な関係があることが分か

りました。

珪藻の増殖と栄養塩

ツボワムシ（ワムシ類） ゾウミジンコ（ミジンコ類）
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アウラコセイラ属（珪藻） アナベナ属（藍藻）

動物プランクトン個体数の経年変化

植物プランクトン細胞数の経年変化

溶存態ケイ素と藻類(生体積)の比較


